
も
よ
お
し

◆
都
市
計
画
変
更
に
関
す
る

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

仙
塩
広
域
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

な
ど
の
変
更
に
関
す
る
説
明
会
・
公
聴
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
と
き
・
と
こ
ろ【
説
明
会
】

10
月
23
日
㈪
午
後
7
時
〜

　
　
多
賀
城
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

3
0
1
、3
0
2
会
議
室

10
月
24
日
㈫
午
後
7
時
〜

　
　
富
谷
市
役
所

3
階
3
0
3
会
議
室

10
月
25
日
㈬
午
後
7
時
〜

　
　
仙
台
市
役
所
上
杉
分
庁
舎

2
階
第
1
会
議
室

　
　
大
和
町
役
場

3
階
3
0
1
会
議
室

10
月
26
日
㈭
午
後
7
時
〜

　
　
①
名
取
市
役
所

6
階
第
1
会
議
室

　
　
②
岩
沼
市
役
所

1
階
大
会
議
室

10
月
27
日
㈮
午
後
7
時
〜

　
　
①
塩
竈
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

会
議
室
2
・
3

　
　
②
利
府
町
役
場

2
階
第
1
・
第
2
会
議
室

●
と
き
・
と
こ
ろ【
公
聴
会
】

11
月
9
日
㈭
午
後
7
時
〜

宮
城
県
庁

11
階
1
1
0
9
会
議
室

※
素
案
の
内
容
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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仙台紙工の「プラス思考」で、
　　あなたの「思い」をもっと豊かに

・・ ・・

広告枠

※
公
聴
会
に
関
す
る
公
述
申
し
出
の
締
切
は

11
月
2
日
㈭
ま
で
と
し
ま
す（
当
日
消
印
有

効
）。
詳
細
に
つ
い
て
は
宮
城
県
公
報
を
参

照
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
述
の
申
し
出
が
な

い
場
合
は
公
聴
会
を
中
止
し
、

そ
の
旨
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

案
内
し
ま
す
。

問
宮
城
県
土
木
部

都
市
計
画
課

☎
2
1
1-

3
1
3
4

◆
く
ら
し
の
な
ん
で
も
相
談
会

複
数
の
士
業
専
門
家
が
連
携
し
、
税
金
、
遺

言
相
続
、
行
政
手
続
き
、
空
き
地
問
題
、
土
地

活
用
、
年
金
関
係
、
外
国
人
の
雇
用
な
ど
様
々

な
課
題
に
関
す
る
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対

応
し
ま
す
。
※
予
約
優
先

●
と

き

10
月
7
日
㈯

●
と
こ
ろ

多
賀
城
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

3
0
1・3
0
2
会
議
室

●
参
加
費

無
料

問
宮
城
県
行
政
書
士
会

☎
3
5
3-

7
2
1
3

◆
そ
ろ
ば
ん
式
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

指
を
使
っ
て
の
そ
ろ
ば
ん
式
計
算
、
目
を
動

か
し
鍛
え
る
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
脳
を

若
返
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
ろ
ば
ん
が
未
経
験
の

方
も
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と

き

10
月
12
日
㈭
、
11
月
9
日
㈭

12
月
14
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
15
分

●
と
こ
ろ

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー「
リ
フ
ノ
ス
」第
２
研
修
室

●
参
加
費

1
︐0
0
0
円

（
会
場
使
用
料
、
資
料
代
と
し
て
）

問
P
i
P
i
t
o
そ
ろ
ば
ん
式
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

0
9
0-

3
7
5
9-

9
4
5
3

aozora2037@
gm
ail.com

く
ら
し

◆
吉
田
川
・
高
城
川
流
域
を

「
特
定
都
市
河
川
」に
指
定
し
ま
し
た

宮
城
県
で
は
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害

対
策
法
に
基
づ
き
、
高
城
川
水
系
高
城
川
等

（
10
河
川
）を
特
定
都
市
河
川
に
指
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、
隣
接
す
る
鳴
瀬
川
水
系
吉
田
川

等（
26
河
川
）に
つ
い
て
も
、
国
土
交
通
省
に
よ
る

特
定
都
市
河
川
の
指
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
定
都
市
河
川
に
指
定
す
る
こ
と
で
、
河
川

整
備
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
水
害
リ
ス
ク
を

踏
ま
え
た
土
地
利
用
や
流
出
抑
制
対
策
等
に

係
る
新
た
な
予
算
・
税
制
等
も
活
用
し「
地
域

を“
み
ず
”か
ら
守
る
」流
域
治
水
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
特
定
都
市
河
川
流
域
で
面
積
が

1
︐0
0
0
㎡
以
上
の
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
を

行
う
際
に
は
、許
可
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
宮
城
県
土
木
部
河
川

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
宮
城
県
土
木
部

河
川
課

☎
2
1
1-

3
1
7
3

◆
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
説
明
会

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対
象
に「
消

費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
」を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
説
明
会
の
開
催
後
、
希
望
者
を

対
象
に「
登
録
要
否
相
談
会
」を
行
い
ま
す
。

説
明
会
は
、
事
前
予
約
制
に
よ
り
、
各
回
と

も
定
員（
24
名
）に
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

●
と

き

10
月
25
日
㈬

①【
主
に
消
費
税
の
免
税
事
業
者
の
方
向
け
】

午
前
10
時
〜

②【
主
に
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の
方
向
け
】

午
後
1
時
30
分
〜

●
と
こ
ろ

塩
釜
税
務
署

3
階
会
議
室

※
申
込
期
限
は
、10
月
20
日
㈮
ま
で
と
な
り
ま
す
。
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※
説
明
会
は
、1
時
間
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

①

・
問
塩
釜
税
務
署  

個
人
課
税
第
一
部
門

☎
3
6
2-

2
1
5
2（
直
通
）

②

・
問
塩
釜
税
務
署  

法
人
課
税
第
一
部
門

☎
3
6
2-

2
1
5
3（
直
通
）

◆
悩
み
や
不
安
を
抱
え
る
女
性
の
皆
さ
ん

相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
‼

ひ
と
り
で
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん

か
？
話
し
て
み
て
解
決
す
る
こ
と
や
、
心
が
軽

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
兼
ね
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
相
談
の
内
容
に
あ

わ
せ
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
窓

口
を
一
緒
に
探
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
相
談
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
開
設
期
間

令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
ま
で

●
開
設
日
時

火
・
木
・
土

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

午
後
7
時
〜
午
後
9
時

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
キ
ミ
ノ
ト
ナ
リ

☎
0
5
0-

3
5
0
3-

7
7
0
7

◆
10
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
は「
公
証
週
間
」で
す

公
証
人
は
、
遺
言
や
任
意
後
見
契
約
な
ど
の

公
正
証
書
の
作
成
、
私
文
書
や
会
社
等
の
定
款

認
証
な
ど
を
行
い
ま
す
。

公
正
証
書
は
、
法
律
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

効
力
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、紛
失
し
た
り
、知
ら

な
い
う
ち
に
書
き
換
え
ら
れ
る
心
配
も
あ
り
ま

せ
ん
。

県
内
の
公
証
役
場
に
つ
い
て
や
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
仙
台
法
務
局

民
事
行
政
部

総
務
課

佐
藤
・
田
代

☎
2
2
5-

5
7
1
8

◆
労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

県
労
働
委
員
会
で
は
、
不
当
な
解
雇
や
サ
ー

ビ
ス
残
業
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
働
問
題
に
つ
い

て
、
労
働
者
個
人
と
会
社（
使
用
者
）と
の
間
で

自
主
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、

話
し
合
い
に
よ
る
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
「
個

別
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

労
働
紛
争
解
決
に
精
通
し
た
弁
護
士
な
ど
の

あ
っ
せ
ん
員
が
労
使
双
方
の
主
張
や
事
情
を
聞

き
取
り
、
双
方
が
納
得
で
き
る
解
決
を
目
指
し

ま
す
。

※
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

問
宮
城
県
労
働
委
員
会
事
務
局（
県
庁
17
階
）

☎
2
1
1-

3
7
8
7

◆
中
小
企
業
退
職
金
共
済（
中
退
共
）

制
度
の
ご
案
内

中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
の
事
業
主
が
、

従
業
員
の
退
職
金
を
計
画
的
に
準
備
で
き
る

国
の
退
職
金
制
度

で
す
。
掛
金
は
全

額
非
課
税
で
、
一

部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。
家
族
従
業

員
や
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
も
加
入
で
き

ま
す
。

問
（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
0
3-

6
9
0
7-

1
2
3
4

◆
県
民
の
森
で

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
活
動
を
行
い
ま
す

宮
城
県
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
、
令
和
5
年
11
月
か
ら
令
和
6
年

2
月
末
ま
で
の
間
、
県
民
の
森
の
一
部
地
域（
菅

谷
字
館
、
石
場
地
区
）に
お
い
て
イ
ノ
シ
シ
の
捕

獲
活
動
を
行
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
捕
獲
用
の

罠
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
捕
獲
活
動

を
行
う
区
域
内
の
遊
歩
道
が
一
部
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
。
万
が
一
、
罠
や
罠
に
か
か
っ
た
野

生
動
物
を
見
つ
け
た
場
合
は
近
寄
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
捕
獲
活
動
の
概
要
に

つ
い
て
は
、
宮
城
県
自
然
保
護
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き

ま
す
。

問
宮
城
県
環
境
生
活
部

自
然
保
護
課

☎
2
1
1-

2
6
7
3

ぼ
し
ゅ
う

◆（
公
社
）利
府
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

嘱
託
職
員
募
集
の
ご
案
内

利
府
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
嘱
託

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
職
員
採
用

1
名

●
業
務
内
容

営
業
・
事
務
全
般

●
資

格

高
卒
以
上
・
普
通
自
動
車
運
転
免

許
保
持

●
雇
用
形
態

令
和
6
年
2
月
1
日
〜
令
和
6
年
7
月
31
日

（
土
・
日
曜
日
祝
日
休
み
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

社
会
保
険
完
備

●
詳
細
内
容

利
府
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
募
集
締
切
日

11
月
30
日
㈭

問
利
府
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
3
5
6-

2
0
7
0

◆
第
31
回
宮
城
シ
ニ
ア
美
術
展
作
品
募
集

●
募
集
対
象

日
本
画
・
洋
画
・
書
・
写
真
・

工
芸
の
5
部
門（
テ
ー
マ
自
由
）

●
応
募
資
格

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

●
応
募
期
間

10
月
31
日
㈫
ま
で

●
出
展
申
込
料

1
作
品
1
︐0
0
0
円（
出
展

は
各
部
門
1
人
1
点
）

●
展
示
会
場
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
5
階

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
展
示
室

広告枠
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●
展
示
期
間

12
月
23
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈪
ま
で
※
入
場
無
料

●
審

査

各
部
門
選
考
審
査
員
が
審
査
し
ま
す
。

優
秀
作
品
は
、
令
和
6
年
開
催
の「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取
2
0
2
4
」美
術
展
部

門
へ
出
展
し
ま
す
。

・
問
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

い
き
が
い
推
進
課

☎
2
2
3-

1
1
7
1

◆
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

初
級
コ
ー
ス
参
加
者
募
集

4
年
ぶ
り
に
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。「
話

を
聞
い
て
も
ら
う
と
す
っ
き
り
す
る
」と
言
い

ま
す
が
、
そ
ん
な
聴
き
方
を
学
ん
で
お
互
い
に

コ
ロ
ナ
で
疲
れ
た
心
を
癒
し
ま
せ
ん
か
？
修
了

者
に
は
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

●
と

き

10
月
4
日
㈬
、
11
日
㈬
、
18
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
と
こ
ろ

利
府
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
A
会
議
室

●
申
込
締
切

10
月
3
日
㈫
ま
で（
定
員
20
名
）

●
参
加
費
１
回
に
つ
き
5
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
講

師

仙
台
傾
聴
の
会  

代
表
理
事  

森
山
英
子
氏

●
持
ち
物

筆
記
用
具
、
お
弁
当

問
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

梨
〜
風（
り
〜
ふ
）代
表

石
川

0
9
0-

9
7
4
9-

7
7
8
2

◆
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城
令
和
5
年

12
月
入
所
受
講
生
募
集
の
ご
案
内

公
共
職
業
訓
練
≪
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

急
が
ば
学
べ
〜
≫
と
題
し
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
宮
城
で
は
、
早
期
再
就
職
に
向
け
た
職
業

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
科
名（
定
員
）

①
溶
接
施
工
科（
10
名
）

②
C
A
D・N
C
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科（
13
名
）

③
機
械
も
の
づ
く
り
科（
3
名
）

④
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
科（
20
名
）

⑤
電
気
設
備
技
術
科（
5
名
）

⑥
ス
マ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
科（
10
名
）

●
訓
練
期
間

①
②
④
12
月
1
日
㈮
〜
令
和
6
年
5
月
31
日
㈮

③
⑤
⑥
12
月
1
日
㈮
〜
令
和
6
年
6
月
28
日
㈮

●
募
集
期
間

9
月
26
日
㈫
〜
11
月
7
日
㈫

●
受
講
料

無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
等
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
）

●
申
込
方
法

居
住
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
会

場

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城

訓
練
第
一
課

☎
3
6
2-

2
4
5
4

◆〝
イ
オ
ン
の
第
九
2
0
2
3
〞

第
九
合
唱
参
加
者
募
集

12
月
29
日
㈮
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
利
府
南
館

1
階
ラ
イ
ブ
ス
ク
エ
ア
に
て
、“
イ
オ
ン
の
第

九
2
0
2
3
”の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

第
九
合
唱
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初

心
者
大
歓
迎
！
お
一
人
で
も
親
子
で
も
！（
参

加
費
は
ご
家
族
割
も
あ
り
ま
す
）バ
レ
エ
、
合

唱
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
共
演
す
る
夢
の
5
分
間

を
一
緒
に
創
り
上
げ
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と

き（
練
習
）

10
月
29
日
㈰
、
11
月
12
日
㈰
、
19
日
㈰
、

12
月
10
日
㈰
、
17
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●
と
こ
ろ

イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
利
府
南
館

3
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

●
指
揮
・
指
導

高
橋

睦
子

氏

（
M
u
t
s
u
k
o
M
u
s
i
c
C
l
a
s
s
代
表
、

一
般
社
団
法
人
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
O
f

A
r
t
s
顧
問
）

●
参
加
費

5
︐0
0
0
円（
ご
家
族
参
加
の

場
合
2
人
目
か
ら
3
︐0
0
0
円
）

※
小
学
生
か
ら
高
校
生
3
︐0
0
0
円

※
レ
ッ
ス
ン
料
・
本
番
料
を
含
み
ま
す

※
楽
譜
代
別
途
8
8
0
円（
税
込
）

問
一
般
社
団
法
人

　
　
　D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
O
f
A
r
t
s

☎
0
5
0-

1
5
6
1-

1
8
0
2

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
令
和
5
年
度
防
災
講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
で
は
、

「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
防
火
防
災
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
る
た
め
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全
協
会
と

の
共
催
に
よ
り
、
防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と

き

11
月
2
日
㈭
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

●
と
こ
ろ

七
ヶ
浜
国
際
村

ホ
ー
ル

●
演

題

「（
仮
題
）3
．11
で
わ
た
し
た
ち
が
学
ん
だ

こ
と
を“
こ
れ
か
ら
”に
活
か
す
」

●
講

師

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

准
教
授

佐
藤

翔
輔

氏

※
無
料
で
聴
講
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
来
場
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し

ま
す
。
発
熱
等
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
入
場
を

お
控
え
い
た
だ
き
ま
す
。

問
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
3
6
1-

1
6
1
9

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
設
置
・
点
検
を
お
願
い
し
ま
す

問
利
府
消
防
署　
　

☎
3
5
6-

2
2
5
1

電話で聞ける「防災情報テレホンサービス」 ☎356-8951 
放送から12時間以内であれば、内容を確認することができます。（通話料自己負担）

小・中・義務教育学校
常勤・非常勤講師募集

対 象
小学校または中学校の教育職員
免許状を有する方、
または養護教諭・栄養教諭・
栄養士の免許状を有する方

勤 務 地

仙台教育事務所管内
塩竈市・名取市・岩沼市・多賀
城市・富谷市・亘理郡・宮城郡・
黒川郡の小学校または中学校、
義務教育学校

勤務時間
【常勤】
　1日７時間45分・週5日
【非常勤】
　週4時間～

給 料

【常勤】
　月給21万円程度～
　（経験年数や受給対象手当より

異なります）
【非常勤】
　時給3,360円

問 宮城県仙台教育事務所 
教育学事班 学事担当

　☎275-9258

8
月
の
事
故
火
災【
町
内
】

◎
交
通
事
故　
　
　
　

5
件
（
51
件
）

前
年
度
同
期　
　
　
　
8
件
（
74
件
）

◎
火
災　
　
　
　
　
　
　
0
件
（
5
件
）

前
年
度
同
期　
　
　
　
2
件
（
8
件
）

　
　
　
　
（

）内
は
1
月
か
ら
の
累
計
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